
　
平
成
22
年
12
月
か
ら
家
庭
系
可
燃

ご
み
を
有
料
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
有
料
化
後
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

量
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
有
料
化
後
１
年
間
の
家
庭
か
ら
出

る
可
燃
ご
み
の
量
は
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
基
準
年
で
あ
る
平

成
20
年
度
と
比
較
し
て
、
約
27
％
減

量
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
一
人
が
１
年
間
に
排

出
す
る
可
燃
ご
み
の
量
は
、
平
成
20

年
度
の
２
０
９
㎏
と
比
較
し
、
有
料

化
後
１
年
間
で
１
５
４
㎏
と
、
55
㎏

も
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
み

の
減
量
・
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
さ
ら
な
る
減
量
・
分
別

に
向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
毎
月
の
ご
み
の
減
量
状
況

は
最
終
ペ
ー
ジ
の
資
源
ご
み
収
集
日

の
欄
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

★
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
断
る
）　
　
　
　

レ
ジ
袋
を
断
る
と
５
〜
10
ｇ
の
減
量

★
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）　
　
　

食
べ
残
し
を
な
く
す
と…

き
ゅ
う
り

１
本
90
ｇ
、
納
豆
１
パ
ッ
ク
で
45
ｇ

の
減
量

★
リ
ユ
ー
ス
（
再
び
使
う
）　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
ユ
ー
ス

シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る…

古
着
（
薄

手
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
）
１
枚
で
約
２

５
０ｇ
の
減
量

★
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）　
　

紙
類
の
分
別
を
徹
底
す
る
と
、
広
告

の
紙
８
枚
で
約
１
０
０ｇ
の
減
量

一
般
家
庭
ご
み
有
料
化
か
ら
１
年

ご
み
の
量
は
ど
う
な
っ
た
？

可
燃
ご
み
有
料
化
か
ら
１
年
た
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
ご
み
の
減
量
は
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
ま
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
ご
み
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
で
き
た
の
か
、
ご
報
告
し
ま
す
。

排
出
し
な
い
努
力
も
重
要
！

少
し
の
意
識
が
ご
み
減
量
に
直
結

実施日時　２月２日㈭　午前 10時～正午（この後試食
会があります）
メニュー　▷大根と鶏肉のべっこう煮　▷白身魚と白
ネギの難波漬け　▷大根の茎入り　卵のスープ　▷大
根葉の混ぜごはん　▷オレンジいっぱいゼリー
開催場所　総合福祉センター
定員　24 人　※一時保育あります（１歳半～未就学児
まで。要予約）
講師　㈱大阪ガスクッキングスクール堺　インストラ
クター
受講料　500 円　（参加者には、マイ箸（㈱大阪ガス協
賛）をプレゼント !!）
申込方法　１月 11日㈬　午前９時から電話で生活環境
課（☎33・9192、33・9193）へ
※先着順で、定員になりしだい締め切ります。できる
だけたくさんの人にご参加いただけるよう、初回参加
の人を優先させていただきます。ご了承ください。
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）

　ダイエー泉大津店が、積極的にごみの減量化とリサイクルに
取り組んでいる功績を評価され、大阪府リサイクル社会推進会
議より優良エコショップ店として、表彰されました。
　特に、本市と共同で行った「レジ袋削減・マイバック推進運動」
が評価されました。
　今後ともお買いものにはマ
イバッグを持参し、レジ袋の
削減にご協力をお願いいたし
ます。

本市では、ごみ減量に向けたスローガンを「プ
ロジェクト ! ! G-50（プロジェクト ジー・ゴジュ
ウ）」としています。「G」とは、ローマ字のご

み「Gomi」、英 語 の ご み「Garbage」、ロ ー マ 字 の 減 量
「Genryo」の３つの頭文字を表し、「-50」は家庭系可燃ごみの減
量目標指数である50％減（平成20年度比）を表しています。

　10月から㈱ダイエー泉大津店と共同で行っていた「レ
ジ袋削減・マイバッグ推進モデル事業」は、平成 23 年
12 月 31 日をもって終了しました。ご協力いただき、
ありがとうございました。

ごみ減量に向けたスローガン

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

大根まるごと１本使って
エコクッキング！

ダイエー泉大津店が
「優良エコショップ」表彰受ける

エコバッグの交換は終了しました。

エコクッキング教室
第３弾！

表彰を受けたダイエー泉
大津店の店長梶木さん
（右）と副店長の久保さん
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歴史を学ぶ面白さ
戦国の武将と女性 -虚と実

毎日
（32人）

ほぼ毎日
（52人）

50％以上
（56人）

30％程度
（33人）

●
１
月
22
日
㈰
　「
戦
国
の
た
く
ま

し
い
女
性
た
ち
」
渡
辺
武
氏
（
元
大

阪
城
天
守
閣
館
長
）

大
阪
城
天
守
閣
に
38

年
間
勤
務
し
、
豊
臣

秀
吉
と
大
坂
城
研
究

の
第
一
人
者
。
１
９
３
７
年
兵
庫
県

生
ま
れ
。
京
都
大
学
文
学
部
卒
。
高

校
教
員
を
経
て
、
１
９
６
２
年
大
阪

城
天
守
閣
学
芸
員
と
な
り
、
織
田
・

豊
臣
時
代
の
研
究
に
携
わ
り
ま
し

た
。
１
９
９
１
年
に
館
長
に
就
任
し
、

２
０
０
０
年
に
退
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
愛
媛
大
学
、
甲
南
大
学
、

帝
塚
山
学
院
大
学
な
ど
で
博
物
館

学
、
古
文
書
学
な
ど
の
講
師
、
客
員

教
授
を
務
め
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
国
の
史
跡
出
石
古
城
跡
、

八
木
城
跡
、
篠
山
城
跡
な
ど
の
保
存

整
備
検
討
委
員
に
就
任
し
、
石
垣
の

復
元
や
歴
史
的
環
境
の
保
全
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
大
阪
城
天
守
閣
で
は
、
時
代
を

生
々
し
く
伝
え
る
甲
冑
や
古
文
書
な

ど
の
収
集
に
努
め
、
今
日
の
「
安
土

桃
山
時
代
の
日
本
有
数
の
博
物
館
」

を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
天
守
閣
が

現
在
、
収
蔵
し
て
い
る
史
料
約
１
万

点
の
う
ち
、
３
分
の
１
の
収
集
に
関

わ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
丸
地
下
７
・
３
メ
ー
ト

ル
に
眠
る
秀
吉
時
代
の
石
垣
発
見
な

ど
で
知
ら
れ
る
１
９
５
９
年
の
大
坂

城
総
合
学
術
調
査
の
後
を
受
け
て

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
発
掘
調
査
な
ど

を
続
け
、
大
坂
城
史
の
解
明
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
戦
国
の
世
に
苛
酷
な

運
命
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
強
い
意
思

を
持
っ
て
活
躍
し
た
女
性
た
ち
の
、

波
乱
万
丈
の
人
生
に
光
を
当
て
ま

す
。
　

　
秀
吉
の
正
室
お
ね
（
北
政
所
）
や

茶
々
（
淀
殿
）・
初
・
江
の
浅
井
３

姉
妹
、
宇
喜
多
秀
家
夫
人
豪
姫
、
歌

舞
伎
の
元
祖
「
出
雲
の
阿
国
（
お
く

に
）」
な
ど
歴
史
舞
台
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
た
女
性
た
ち
の
生
き
ざ

ま
は
、
今
の
時
代
に
新
た
な
共
感
を

呼
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

カルチャー・スコール　シリーズ16（第44回）

講
演
会
場
は
市
民
会
館
。
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
。
入
場
無
料
。
午
後
１

時
か
ら
整
理
券
配
付
。
南
海
電
鉄
後
援
。
問
合
　
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

写
真
／
大
坂
城
天
守（
下
写
真
）の
窓
か
ら
泣
い
て
外
を
見
る
侍
女
た
ち（
天
守
３
層
左
側
を
部
分
拡
大
）

重
要
文
化
財
「
大
坂
夏
の
陣
図
屏
風
」
か
ら
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

歴史を学ぶ面白さ
戦国の武将と女性 -虚と実

弱肉強食の戦国時代。生き残りをかけて武勇と知略、謀略を尽くして戦った武将たち。
その陰で、男たちの政争の道具として翻弄されながらも力強く生きた女性たち。第一
線の歴史研究者が、史料に基づいて戦国の武将と女性の生き方を探ります。

　ごみ減量化対策の一環として、生ごみ処理機、コンポス
ト容器の購入者に対し、予算の範囲内で助成金または補助
金を交付します。事前申請が必要です。先に購入した場合は、
助成金または補助金の対象とはなりませんので、ご注意く
ださい。
　なお、助成金などを受けられる人や、助成についての詳
細はホームページをご覧いただくか、生活環境課へお問い
合わせください。　　
事前申請受付期間
２月29日㈬まで随時募集中
※先着順。予算額に到達した時点で締め切り
（生ごみ処理機約50台、コンポスト容器約20台を予定）

生ごみ処理機の利用者に実施したアンケートの一部
▷生ごみが大幅に減り、ごみ収集日が気にならなくなった
▷すぐに肥料として使えるので便利
▷思ったより簡単で使いやすかった
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）

キッチンからエコ始めませんか？
生ごみ処理機 購入助成希望者募集

助成額が、従来の２分の１からの３分の２（上限あり）
に増額しました。　　

生ごみ処理機について…

リサイクルに取り組んだ感想

使用頻度 生ごみが
減った量

毎日
（32人） 50％以上

（56人）

30％程度
（33人）

10％程度
（16人）

かわらない
（１人）

無回答
（３人）

ほぼ毎日
（52人）

ごみ処理の習慣が変わった（80人）
ごみ減量意識が芽生えた（55人）

買いものの仕方が変わった（6人）
その他（6人）
調理の仕方が変わった（４人）

０ 20 40 60 80（人）

無
回
答（
４
人
）

使わなく
なった（12人）

と
き
ど
き

（
43
人
）

20
％
程
度

（
30
人
）

６万円の処理機が
、

２万円の
負担でOK！

例 処理機購入費　　６万円
市助成額　　　　４万円
→ご負担額　　　２万円

（複数回答可）
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20 歳になると国民年金に
加入していただくことに
なります。厚生年金など
に加入している人も、国
民年金に加入しているこ
とになり、すべての公的
年金に共通するため、「基
礎年金」ともいいます。

20歳になったら
新成人の皆さ

ん

おめでとうご
ざいます！

　
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
入
な
ど

が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
」（
学
生

の
み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
30
歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

老
後
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
　
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
↓
老
齢
基
礎
年

金
②
病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す
↓
障
害

基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子

の
あ
る
配
偶
者
・
子
を
支
え
ま
す

↓
遺
族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

仲
間
入
り

　
公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
年
金
を

負
担
す
る
と
い
う
「
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
」
が
基
本
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
２
階
建
て

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
右
下

図
の
よ
う
に
「
２
階
建
て
構
造
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

20
歳
の
お
届
け
が
必
要
で
す

　
20
歳
の
誕
生
月
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
、
国
民
年
金
加
入
手
続
き
の

書
類
が
郵
送
で
届
き
ま
す
。
そ
の
書

類
を
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
の

封
筒
で
送
る
か
、
市
役
所
保
険
年
金

課
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
制
度
を
利
用
し
た
い
人
も
申
請

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
学

生
納
付
特
例
は
平
成
24
年
４
月
を
過

ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
至
急
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

（
市
役
所
１
階
５
番
窓
口
）

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
う
ち
、
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生

年
金
・
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金

な
ど
）
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
、「
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
１
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平

成
23
年
中
に
受
け
た
年
金
額
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
、
特
別
徴
収

さ
れ
た
介
護
保
険
料
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
際
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
紛
失
や
未
着
、
ま
た
は
、
２
枚
以

上
必
要
な
場
合
は
、
堺
西
年
金
事
務

所
で
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
年
金
証
書
・
印
鑑
・

身
分
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
は
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
　
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
　（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７

９
０
０
）　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

■ 公的年金制度の
　 仕組み 厚生年金保険

共済　など

国民年金（基礎年金）

第１号被保険者
農業･自営業者･学生
など
（1,938万人）

第３号被保険者
第２号被保険者に扶
養されている配偶者
（1,005万人）

第２号被保険者
サラリーマンや公務
員など
（3,884万人）

6,827 万人
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市･

府
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

□ 

扶
養
控
除
の
見
直
し

▽
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、
平

成
24
年
度
か
ら
年
少
扶
養
親
族
（
16

歳
未
満
）
に
か
か
る
扶
養
控
除
（
33

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

▽
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養

親
族
に
つ
い
て

　
高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23
歳
未

満
）
の
う
ち
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満

の
人
に
か
か
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ

部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶

養
控
除
の
額
が
45
万
円
か
ら
33
万
円

に
な
り
ま
す
。 

▽
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
特
定
扶
養

親
族
に
つ
い
て

　
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人
の
扶
養

控
除
額
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
45
万
円

で
す
。

控除対象扶養親族の年齢
16歳未満

16歳以上19歳未満
19歳以上23歳未満
23歳以上70歳未満

70歳以上

配偶者および扶養親族に
対する障害者控除額
障害者控除
特別障害者控除
同居特別障害者控除
同居特別障害者の
配偶者・扶養控除加算

26万円
30万円
－

23万円 －

 
26万円
30万円
53万円

改正前（平成23年度まで） 
33万円
45万円

改正前（平成23年度まで） 改正後（平成24年度から）

改正後（平成24年度から）
0円
33万円

変更なし（45万円）
変更なし（33万円）
変更なし（38万円）

市･

府
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
、
寄
附
金
税
額
控
除
な
ど
　
平
成
24
年
度
か
ら

■ 平成 24年度からの扶養控除額

■ 平成 24年度からの同居特別障害者に対する障害者控除額

□ 

同
居
の
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障

害
者
控
除
の
見
直
し

　
扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶

者
が
同
居
特
別
障
害
者
で
あ
る
場

合
、
配
偶
者
控
除
額
ま
た
は
扶
養
控

除
額
に
23
万
円
が
加
算
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
年
少
扶
養
親
族
に
か
か
る

扶
養
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
特
別
障

害
者
控
除
額
（
30
万
円
）
に
23
万
円

を
加
算
す
る
措
置
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
居
の
特
別
障
害

の
場
合
の
障
害
者
控
除
の
額
は
53
万

円
に
な
り
ま
す
。

□ 

寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充

　
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
支
出

す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄
附
金
控

除
の
適
用
下
限
額
が
、
５
０
０
０
円

か
ら
２
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
寄
附
金
は
、
府
共
同

募
金
会
ま
た
は
日
本
赤
十
字
社
大
阪

府
支
部
に
対
す
る
寄
附
金
と
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
金
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

自
治
体
へ
の
義
援
金
や
寄
附
金
、
ま

た
は
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募

金
会
な
ど
、
被
災
地
方
団
体
の
救
護

の
た
め
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
対
す
る
義
援
金
に
つ
い
て

も
、
市
・
府
民
税
の
寄
附
金
税
額
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
９
番
窓
口
）
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泉
大
津
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年

度
分
の
確
定
申
告
を
テ
ク
ス
ピ
ア
大

阪
（
旭
町
22
ー
45
）
で
行
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
所
得
税
（
譲
渡
所
得

を
含
む
）、
消
費
税
、
贈
与
税
の
申

告
書
な
ど
の
作
成
お
よ
び
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
会
場
で
納
税

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
近
く
の
金

融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
場
へ
は
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
期
　
２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15

日
㈭
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
昼
休
み
の
時
間
帯
は
少
人
数
の
職

員
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
午
後
４
時

ご
ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
期
間
中
、
泉
大
津
税
務
署
庁

舎
内
で
は
、「
作
成
済
み
の
申
告

書
な
ど
の
受
付
」、「
納
税
」、「
納

税
証
明
書
の
発
行
」
お
よ
び
「
用

紙
の
交
付
」
の
み
を
行
い
ま
す
。

▽
会
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
申
告
書
の
作
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

▽
お
越
し
の
際
は
、
前
年
分
の
申
告

書
の
控
え
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▽
申
告
書
な
ど
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。

で
き
る
だ
け
ご
自
宅
で
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
郵
送
な
ど
で
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

は
、「
添
付
書
類
台
紙
」
な
ど
に

添
付
し
、
申
告
書
と
一
緒
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
24
年

１
月
31
日
㈫
で
す
。
各
種
法
定
調
書

お
よ
び
法
定
調
書
合
計
表
は
、
提
出

期
限
ま
で
に
所
轄
税
務
署
へ
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
が
で
き

る
「
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
」
が
大
変
便
利

で
す
。

申
告
と
納
税
期
限
の
お
知
ら
せ

　
平
成
23
年
分
の
申
告
と
納
税
は

▽
所
得
税
と
贈
与
税…

３
月
15
日
㈭

　
ま
で

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

　
方
消
費
税…

４
月
２
日
㈪
ま
で

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
開
催
！

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
の
地
区
相
談

を
下
表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書

が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
人
が
確

定
申
告
書
な
ど
を
ご
自
身
で
作
成
し

て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
お
よ
び

自
宅
な
ど
か
ら
の
「
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し

た
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た

申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ｅ
ー 

Ｔ
ａ
ｘ
で

送
信
で
き
ま
す
（
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
）。

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

　
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
を

添
付
す
る
場
所
が
、
昨
年
分
（
平
成

22
年
分
）
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
書
第
２
表
の
裏
面
に
は
添
付
せ

ず
、「
添
付
書
類
台
紙
」
な
ど
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
（
堺
会
場
）
の

ご
案
内

開
設
日
時
　
２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

会
場
　
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
泉

北
高
速
鉄
道
　
泉
ヶ
丘
駅
前
）
３
階

問
合
　
泉
大
津
税
務
署
　
個
人
課
税

部
門
（
☎
33
・
５
６
０
１
）

泉大津税務署の確定申告会場はテクスピア大阪で
す。

パソコンでも確定申告書を作成できます！
こんなに便利！「e－TAX」

●金額などの入力は画面の案内にしたがってでき
ます。

●株式や不動産などを売却した所得にも対応！　
株式な

どにかかる譲渡所得などの金額の計算明細書や
、譲渡

所得の内訳書なども作成できます。

●休日・夜間も24時間利用可能

■ 税理士による確定申告無料相談会日程表（●印が開設日です）

注）  1　受付時間は、午前9時30分～午前11時30分、午後1時～午後3時です。
　　　　　　（混雑の状況により早めに終了させていただく場合があります）
　　2　土地・建物や株式などの譲渡所得および贈与税の相談は行っていません。
　　3　お越しの際には、電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。

和泉市コミュニティセンター　１階集会室
（和泉市府中町2-7-5）

和泉シティプラザ ３階レセプションホール（和泉市いぶき野5-4-7）
高石商工会議所　３階大会議室（高石市綾園2-6-10）

● ● ●

日付（2月） （３月）会場（住所）
７ 29 １ ２８ ９ 21222324

● ● ● ●
● ● ●
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市展

　
所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所

得
を
有
す
る
人
で
、
次
の
①
、②
の

両
方
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が

不
要
と
な
る
場
合

①
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
（
２

か
所
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合

計
額
）
が
４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

　
以
上
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費
控
除

や
寄
附
金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
　
泉
大
津
税
務
署
（
☎
33
・
５

６
０
１
）

市展表彰者発表！

文化祭･学童展も
開催されました

学童展展示のようす

■ 公的年金などの受給者の申告フローチャート

公的年金等の収入金額 (２か所以上ある場合は、その
合計額 )が、400万円以下である

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、
20万円以下である

源泉徴収税額や予定納税額の税額が
ある

税務署に
所得税の確定申告書を

提出

税務署への所得税の
確定申告書の提出は不要
市に住民税の申告書提出
についてご相談ください

所得税の還付を受けるた
めの申告書や株式などの
損失を翌年に繰り越すた
めの申告書などは提出す
ることができます

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

は
い

※納付する所得税
額がある場合でも、
確定申告書の提出
は不要

「第 40 回泉大津市展」が織編館ギャラリーで開催されま
した。前期は書 31 点、写真 39 点、陶芸 45 点、後期は
洋画 71 点、日本画 24 点の出品がありました。表彰者は
次のとおりです。問合　生涯学習課（市役所３階）

　平成23年度学童展が市民会館で開催さ
れました。絵画 267 点、書写 594 点が
展示され、子ども達一人ひとりの感性豊
かな作品が会場を飾りました。
　また、平成23年度文化祭の表彰者は右
のとおりです。

賞　名
市長賞

教育委員会賞
文化協会賞

氏　名
竹田広子（岸和田市）
磧上さと子（虫取町）
今井富佐子（上之町）

賞　名
市長賞

市議会議長賞
教育委員会賞

いずみの農業協同組合
代表理事組合長賞

寒竹春（二田町）
奥野貢（助松町）
吉村淳広 （下条町）

氏　名

久保貢（池浦町）

賞名
天賞
地賞
人賞

高 宮 貞 子（森 町）
奥田不二子（池園町）
森本悠紀子（尾井千原町）

氏　名

■市展表彰者

■文化祭　市民短歌の会入賞者

■文化祭　菊花展入賞者

■文化祭　市民俳句の会入賞者

審査員推挙
市展賞
市長賞

市議会議長賞
教育委員会賞
文化協会賞

商工会議所会頭賞
いずみの農業協同
組合代表理事組合長賞
ロータリークラブ賞
ライオンズクラブ賞
青年会議所賞

褒賞

佳作

賞　名 洋　画 日　本　画 書 写　真 陶　芸

宝 田 茂（上 之 町）
藤原眞知子（和泉市）
原容子（岸和田市）
高橋繁子（松之浜町）
和田文子（下条町）

前川和代（和泉市）
矢 内 隆 久（堺 市）
建川和子（清水町）
藤原豊光（千原町）
伊藤隆義（池浦町）
市村登代子（曽根町）
小田栄子（東雲町）

末 武 緑（条 南 町）

木下美津子（東助松町）
藤 井 裕 子（和 泉 市）
伊 藤 隆 義（池 浦 町）
酒井南美江（和泉市）

藤 井 隆 彦（和 泉 市）
畑 中 昭（池 園 町）
佐 藤 泰（助 松 町）
塩 津 良 典（田 中 町）
井 阪 明（高 石 市）
城前伊佐雄（和泉市）

髙 橋 健（二 田 町）

児 嶋 武 利（虫 取 町）
宇 埜 冨 美 子（堺 市）
石田英夫（河内長野市）
太田恵美子（東港町）
寺川忠男（東助松町）

奥 田 裕 重（和 泉 市）
伊 藤 隆 義（池 浦 町）
尾屋貴文（河内長野市）
上岡順子（泉南郡熊取町）
山本由美子（茨木市）
浅 井 進（助 松 町）
藤原富美子（板原町）

濱田喜代治（助松町）

北川冨美子（旭町）
伊藤隆義（池浦町）
石原京子（西港町）
小 川 仁（春 日 町）
中野章子（池園町）

粂のり子（阪南市）
小島千代栄（末広町）
大津純五（和泉市）

細川憲伺（二田町）

植野青泉（小松町）
桶谷桃秀（西港町）
植木湧萌（東雲町）
中口秋都（上之町）
藤田嘉代子（下之町）
今井里衣子（高津町）
三田美恵子（本町）

樋口裕子（下条町）
長澤政一（二田町）
岡本蓮峰（東豊中町）
森元峰麗（春日町）
福廣寿子（条南町）
谷岡蒼明（松之浜町）

田 渕 美 幸（寿 町）

公
的
年
金
な
ど
受
給
者
の

確
定
申
告
手
続
き
変
更

尾上かおる（東雲町）
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蜷確定申告／公的年金など受給者の確定申告手続き／市展表彰者




